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に向かう。同史跡の碑文等によれば、同学校は詩人、愛国者のグエン・トンの子息、グエン・チョン・ロイとグエン・クイ アインらによって一九〇七年末に建てられた私学校（～一九一二年） 。グエン・タット・タイ （後のホー・チ・ミン）が、父親の知人で詩人、愛国者のチュオン・ザー・モーの仲介で、一九一〇～一一 の時期に先生を務めた。タインは主に国語、漢文、体育を教えた。一九 一年二月にこの地を離れたタインは、同年六月にサイゴン（現在のホーチミン市）から渡仏の船路に就く。　
それほど高くない門を潜ると大勢の小学生が











公的機関が立ち並ぶグエン・タット・タイン通りを歩いて宿所 向かう 日差しが強 、少歩くだけで汗が目に入る。 「汗を多くかく人は弱い」 。ある傷病兵が言っていたの 思い出す。生理現象をも許さないの 戦争なのだろう。　
ホテルの受付で事情を説明してタクシー代二
九万ドンを託す。休憩のために部屋に戻り少しすると、受付から「タクシー代は二八万ドンです」との連絡が入った 事の仔細は分からないまま。しかし 消えた運転手は四〇歳で三人の子供がいる 言っていた。連絡がついてよかった。　
どの土地にもそれぞれの歴史と人々の暮らし、
事情がある。 
カーティ川。海はすぐそこ ファンティエット市場は建設工事中。人々はこの周囲で市を展開していた
電線にまたがり作業をするおじさんがいた。集中しないと危ないので何の作業をしているのか聞くのは控えたドラゴンフルーツ畑（仕事を終えてホーチミン市に戻る列車の車窓から）
てらもと　みのる / アジア経済研究所　東南アジア＝研究グループ
ベトナム地域研究に従事。ベトナムの社会福祉、生活保障、
平和などに関心を持つ。
